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「保険調剤に係る一部負担金の支払いにおけるポイント提供について」 

に対する見解について 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、保険調剤を対象とするポイントサービスにつきましては、平成 22 年 11

月 10 日付け日薬業発第 208 号および同 12月 3日付け日薬業発第 229 号にてお知

らせしたところですが、今般、一部負担金の支払いにおけるポイント提供につい

て、厚生労働省としての考え方が示されました（別添②）。 

今回の通知を受けて、本会としての見解を取りまとめました（別添①）。取り

急ぎお送りいたしますので、貴会会員へご周知くださいますようお願い申し上げ

ます。 

 

＜別添＞ 

①「保険調剤に係る一部負担金の支払いにおけるポイント提供について」に対 

 する見解について 

②保険調剤に係る一部負担金の支払いにおけるポイント提供について（厚生労

働省保険局医療課、事務連絡） 



 

平成 23年 1月 21 日 

日 本 薬 剤 師 会 

 

「保険調剤に係る一部負担金の支払いにおけるポイント提供について」 

に対する見解について 

 

日本薬剤師会は従前より、保険調剤を対象とするポイントサービスについて、

一部負担金の支払時にポイントを充てて減免することはもちろん、一部負担金の

支払分をポイント付与（提供）の対象とすることは、公的医療保険制度の趣旨か

ら、ともに不適切な行為であると認識しております。 

また、藤井基之参議院議員より提出された、保険調剤における「ポイントサー

ビス」の提供に関する質問主意書（第 176回臨時国会、質問第 115号）に対して

政府答弁書が示されたことを受け、本会としての見解を示すとともに、「保険薬局

および保険薬剤師は、保険調剤におけるポイントサービスは厳に慎むべき」と求

めたところです（平成 22年 12月 3日）。 

そのような中、厚生労働省より、一部負担金の支払いにおけるポイント提供に

ついて別添のとおり考え方が示されました（厚生労働省保険局医療課長通知）。 

同通知では、不適切なポイント提供の事例が示されているだけでなく、「そもそ

も、患者が保険薬局を選択するに当たっては、保険調剤に係る「ポイント」の提

供やそれを強調した広告といった経済的付加価値によらず、保険薬局及び保険薬

剤師療養担当規則に基づき、保険薬局が懇切丁寧に保険調剤を担当し、保険薬剤

師が調剤、薬学的管理及び服薬指導の質を高めることによりなされるべきであ

る」と求めており、事実上のポイント提供に対する自粛要請となっております。 

保険調剤に従事する会員におかれましても、「健康保険事業の健全な運営を損な

う行為を行うことのないように努めなければならない」（保険薬局及び保険薬剤師

療養担当規則第 2 条の 3 第 2 項、第 9 条の 2）と規定されている意義を改めて認

識した上で、今回の通知の趣旨を十分踏まえ対応されるよう、よろしくお願い申

し上げます。 

なお、日本薬剤師会としては、国民の立場からも、いつでも、何処でも安心し

て公平に医療を受けることができる現在の国民皆保険制度維持の観点からも、ポ

イント提供は不適切である旨を厚生労働省はじめ関係方面へ引き続き要請してい

く所存です。 








